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【
人
物
一
覧
表
】 

川
田 
瑛
治
(
２
６
)…

現
場
作
業
員 

善
(
２
６
)…

人
気
バ
ン
ド
の
ボ
ổ
カ
ル 

西
本
(
２
４
)…

瑛
治
の
後
輩 

星
野
(
１
９
)…
路
上
ラ
イ
ブ
の
青
年
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○
車
内
・
夕
方 

作
業
現
場
か
ら
帰
り
の
ト
ラ
ỿ
ク
の
車
内
。 

西
本
(
２
４
)
が
運
転
を
し
、
助
手
席
に
川

田
瑛
治
(
２
６
)
が
座
る
。 

瑛
治
、
ス
マ
ホ
を
い
じ
る
、
手
に
は
豆
が
出

来
て
い
る
。 

車
内
は
沈
黙
が
続
い
て
い
る
。 

西
本
「…

…

音
楽
流
し
て
も
い
い
ỵ
す
か
？
」 

瑛
治
「
お
お
、
い
い
よ
。
」 

西
本
、
ス
マ
ホ
か
ら
善
の
バ
ン
ド
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
の
曲
を
流
す
。

 

瑛
治
、
少
し
気
ま
ず
そ
う
な
顔
を
す
る
。 

西
本
「
川
田
さ
ん
。
知
ỵ
て
ま
す
？
こ
の
バ
ン
ド
。
」 

瑛
治
「…

…

知
ỵ
て
る
よ
。
」 

西
本
「
い
い
で
す
よ
ね
。
こ
の
バ
ン
ド
。
」 

瑛
治
「
ま
Ự
、
そ
う
だ
な
。
」 

西
本
「
最
初
の
頃
の
曲
が
僕
好
き
で
。
最
近
の
曲
は

な
ん
か
路
線
ち
Ỹ
ỵ
と
変
わ
ỵ
ち
Ỷ
ỵ
て
あ
ん
ま

り
な
ん
で
す
け
ど…

…

」 

瑛
治
「
へ
ổ…

…

」 
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西
本
「
川
田
さ
ん
ỵ
て
ど
ん
な
曲
聞
く
ん
で
す
か
？
」 

瑛
治
「
ど
ん
な
曲
か…

…

」 

西
本
「
川
田
さ
ん
、
こ
う
い
う
セ
ン
ス
よ
さ
そ
う
で

す
も
ん
ね
。
」

 

瑛
治
「
セ
ン
ス
な
い
か
ら
俺
は
こ
こ
に
い
る
ん
だ
け

ど
な
。
」 

西
本
「
え
？
」 

瑛
治
「
な
ん
で
も
な
い
。
売
れ
な
さ
そ
う
な
バ
ン
ド

を
聞
い
て
る
よ
、
俺
は
。
」 

西
本
「
(
笑
ỵ
て
)
な
ん
で
す
か
そ
れ
変
わ
ỵ
て
ま
す

ね
。
」

 

瑛
治
「
ま
Ự
、
そ
う
だ
な
。
」 

 

〇
瑛
治
の
家
・
夜 

１
Ｒ
の
散
ら
か
ỵ
た
部
屋
。
部
屋
の
隅
に
は

使
い
込
ま
れ
た
ギ
タ
ổ
が
置
か
れ
て
い
る
。 

瑛
治
、
ス
マ
ホ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
な
が
ら
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
を
食
べ
る
。 

ス
ク
ロ
ổ
ル
し
て
い
く
と
、
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｒ
の

善

は

こ

れ

か

ら

の

ロ

ỿ

ク

界

を

引

ỵ
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張
ỵ
て
い
く
男
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
善

の
投
稿
が
目
に
入
る
。

 
瑛
治
、
ス
マ
ホ
の
電
源
を
切
り
、
画
面
を
下

に
す
る
。 

 

〇
回
想
(
８
年
前
)
・
高
校
・
教
室

 

善
(
１
８
)「
バ
ン
ド
組
む
ん
だ
け
ど
さ
、
瑛
治
、
ギ

タ
ổ
で
入
ỵ
て
く
れ
な
い
」 

瑛
治
(
１
８
)
「…

…

」 

 

〇
瑛
治
の
家
・
夜 

瑛
治
、
ボ
ổ
ỵ
と
天
井
を
見
な
が
ら
座
ỵ
て
、 

瑛
治
「
こ
ん
な
に
売
れ
る
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ…

…
」 

ス
マ
ホ
の
通
知
の
音
が
す
る
。 

瑛
治
、
ス
マ
ホ
を
見
る
と
、
善
か
ら
の
メ
ỿ

セ
ổ
ジ
で
、
「
来
週
、
飲
も
う
。
」
と
来
る
。 

瑛
治
「
マ
ジ
か…

…

タ
イ
ム
リ
ổ
す
ぎ
る
だ
ろ
。
」

 

「
飲
み
た
い
な
」「
会
い
た
い
な
」
と
立
て
続

け
に
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
が
来
る
。 

瑛
治
、
悩
ん
だ
末
、「
ご
め
ん
忙
し
く
て
行
け
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な
い
。
」
と
打
つ
。 

送
信
ボ
タ
ン
を
押
そ
う
と
し
た
と
き
、
「
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」
と
善
か
ら
メ
ỿ
セ

ổ
ジ
が
来
る
。 

瑛
治
「
マ
ジ
で
最
後
だ
か
ら
な…

…

」 

と
、
打
ỵ
た
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
を
消
す
。

 

 

〇
(
翌
週
)
・
居
酒
屋
・
個
室
席
・
夜 

大
衆
居
酒
屋
の
個
室
。 

瑛
治
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
善
を
待
つ
。 

善
「
お
つ
か
れ
ổ
！
」

 

と
、
ラ
フ
な
格
好
で
入
室
し
、
座
る
。

 

瑛
治
「
お
疲
れ
。
」 

善
「
い
や
ổ
疲
れ
た
。
一
緒
に
飲
む
の
は
初
め
て
じ

Ỷ
な
い
？
」 

瑛
治
「
そ
う
だ
な
。
て
か
、
変
装
と
か
し
な
く
て
い

い
の
？
」 

善
「
え
？
し
な
い
よ
。
面
倒
く
さ
い
。
て
か
、
ば
れ

な
い
し
。
」 

瑛
治
「
そ
ん
な
ん
で
い
い
の
か
よ
。
」 
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善
「
俺
、
別
に
カ
リ
ス
マ
じ
Ỷ
な
い
ん
で
。
そ
れ
よ

り
、
飲
み
物
頼
も
う
ぜ
。
」 

瑛
治
「
ビ
ổ
ル
だ
ろ
？
料
理
も
何
個
か
も
う
頼
ん
で

る
よ
。
」 

善
「
お
前…

…

さ
す
が
社
会
人
だ
な…

…

感
動
し
た

よ
。
」

 瑛
治
、
少
し
照
れ
隠
し
で
メ
ニ
ἁ
ổ
を
見
る
。 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

テ

ổ

ブ

ル

に

は

料

理

と

お

酒

が

並

ん

で

い

る
。
乾
杯
し
て
か
ら
だ
い
ぶ
時
間
が
経
ち
、

二
人
と
も
酔
ỵ
て
い
る
様
子
。 

善
、
料
理
に
手
を
つ
け
、 

善
「
美
味
い
わ
Ự
。
こ
う
い
う
の
で
い
い
ん
だ
よ
な
。
」 

瑛
治
「…

…

そ
ん
で
相
談
ỵ
て
何
よ
。
」

 

善
「
相
談
？
」 

瑛
治
「
言
ỵ
て
た
だ
ろ
。
相
談
が
あ
る
ん
じ
Ỷ
な
い

の
？
」 善

、
数
秒
を
考
え
込
ん
で
、 

善
「
(
思
い
出
し
て
)
あ
あ
！
な
い
よ
。
」 

瑛
治
「
は
？
」 
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善
「
な
い
な
い
。
お
前
、
相
談
あ
る
と
か
言
ỵ
た
ら

お
人
よ
し
だ
か
ら
来
る
だ
ろ
う
な
ỵ
て
思
ỵ
て
。
」 

瑛
治
「
お
前
な
Ự…

…

」 

善
「
あ
、
ま
ん
ま
と
引
ỵ
か
か
ỵ
た
感
じ
？
」 

瑛
治
「
帰
ろ
う
か
な…

…

」 

善
「
ご
め
ん
。
ご
め
ん
。
今
日
奢
ỵ
て
や
る
か
ら
さ
。
」 

瑛
治
、
眉
を
ピ
ク
リ
と
す
る
。 

瑛
治
「
ロ
ỿ
ク
界
を
引
ỵ
張
る
男
だ
も
ん
な
。
」 

善
「
(
苦
笑
い
で
)
や
め
ろ
よ
そ
れ
。
恥
ず
か
し
い
。
」

 

瑛
治
「
何
が
恥
ず
か
し
い
ん
だ
よ
。
名
誉
な
こ
と
だ

ろ
。
」

 

善
「
俺
、
ロ
ỿ
ク
界
を
引
ỵ
張
る
気
な
い
も
ん
。
知

ら
な
い
し
。
ロ
ỿ
ク
界
が
ど
う
な
ろ
う
と
。
」 

瑛
治
「
知
ら
な
い
ỵ
て
。
ロ
ỿ
ク
が
廃
れ
た
ら
お
前

も
困
る
だ
ろ
。
」 

善
「
困
ら
な
い
よ
。
廃
れ
て
も
や
る
の
が
ロ
ỿ
ク
だ

ろ
。
」

 

瑛
治
「
廃
れ
た
ら
、
食
べ
て
い
け
な
い
だ
ろ
。
」 

善
「
か
も
ね
。(
ど
や
顔
で
)
何
度
も
言
う
。
そ
れ
で

も
俺
は
自
分
の
音
楽
を
す
る
。
バ
イ
ト
で
も
何
で
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も
す
る
よ
。
そ
の
た
め
な
ら
。
」 

瑛
治
、
深
い
た
め
息
を
し
て
う
つ
む
く
。 

善
「
(
笑
い
な
が
ら
)
何
よ
。
」 

瑛
治
「
い
ỵ
そ
の
こ
と
、
嫌
な
奴
に
な
ỵ
て
く
れ
て

た
ら
ỵ
て
思
ỵ
て
た
俺
が
馬
鹿
だ
ỵ
た
。
」 

善
「…

…

や
ỵ
ぱ
り
、
俺
の
こ
と
避
け
て
た
？
」 

瑛
治
「
そ
り
Ỷ
そ
う
だ
ろ
！
お
前
を
ず
ỵ
と
避
け
て

き
た
！
お
前
の
こ
と
を
見
て
た
ら
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｒ
の
誘
い
を
断
ら
な
か
ỵ
た
ら
俺
は
今
み
た
い
な

ク
ソ
な
仕
事
を
し
な
い
で
お
前
み
た
い
に
キ
ラ
キ

ラ
し
た
世
界
に
行
け
た
の
か
な
と
か
。
考
え
た
く

な
く
て
も
考
え
ち
Ỷ
う
わ
。
」 

善
「…

…

な
ら
お
前
も
や
れ
ば
い
い
じ
Ỷ
ん
。
」 

瑛
治
「
何
を
だ
よ
。
」 

善
「
音
楽
だ
ろ
。
」 

瑛
治
「
俺
が
や
ỵ
て
も
、
お
前
み
た
い
に
は
な
れ
な

い
。
」

 

善
「
俺
み
た
い
に
や
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
。
音
楽
は

…
…

」 

瑛
治
「
(
話
を
遮
り
)
俺
は…

…

お
前
み
た
い
に
な
り
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た
か
ỵ
た
。
」 

善
「…

…

音
楽
は
自
由
だ
ぞ
。
」 

瑛
治
「
売
れ
て
な
い
奴
の
自
由
な
音
楽
な
ん
て
価
値

が
な
い
だ
ろ
。
」 

善
「
価
値
ね…

…
」 

瑛
治
、
お
酒
を
一
気
飲
み
す
る
。 

善
「
(
瑛
治
を
見
て
)
お
い
お
い
お
い
、
す
ご
い
な
。
」 

瑛
治
「
(
飲
み
干
し
)
お
前
と
会
う
の
は
今
日
で
最
後

だ
。
嫌
な
奴
に
俺
が
な
ỵ
て
や
る
。
死
ぬ
ほ
ど
飲

ん
で
潰
れ
て
や
る
。
絶
縁
す
る
ỵ
て
言
わ
せ
る
ぞ
。
」 

善
「
(
笑
い
な
が
ら
)
い
い
ね
ỳ
。
俺
の
大
好
き
な
瑛

治
だ
。
」 

瑛
治
「
う
る
せ
ỳ
！
」

 

と
言
い
、
呼
出
ボ
タ
ン
を
勢
い
よ
く
押
す
。 

瑛
治
「
(
大
声
で
)
レ
モ
ン
サ
ワ
ổ
！
」

 

善
「
い
や
、
ボ
タ
ン
押
し
た
意
味
よ
。
」

 

 

〇
飲
み
屋
街
・
深
夜 

瑛
治
、
ひ
ど
く
泥
酔
し
、
千
鳥
足
で
歩
く
。 

善
、
瑛
治
を
支
え
て
歩
く
。 
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善
「
今
日
、
お
前
を
誘
ỵ
て
正
解
だ
よ
。
」 

瑛
治
「
嫌
い
に
な
れ
よ
。
な
ん
の
た
め
に
俺
は
こ
ん

な
に
飲
ん
だ
ん
だ
よ
。
」 

善
「
嫌
い
に
は
な
ら
な
い
よ
。
昔
も
今
も
お
前
は
最

高
に
ロ
ỿ
ク
だ
。
」

 

瑛
治
、
善
の
前
に
立
ち
、

 

瑛
治
「
俺
の
ど
こ
が
ロ
ỿ
ク
な
ん
だ
よ
。
お
前
に
相

談
が
あ
る
ỵ
て
騙
さ
れ
て
呼
ば
れ
て
、
嫌
わ
れ
よ

う
と
酒
を
た
ら
ふ
く
飲
ん
で
い
る
俺
が
。
」 

善
「
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
よ
。
」

 

善
と
瑛
治
、
路
上
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
星
野

(
１
９
)
を
見
つ
け
る
。
路
上
ラ
イ
ブ
の
周

り
に
人
は
い
な
い
。 

善
「
お
！
路
上
ラ
イ
ブ
だ
。
」 

瑛
治
「
さ
ỵ
き
言
ỵ
た
だ
ろ
？
売
れ
て
な
い
奴
の
自

由
な
音
楽
に
価
値
は
な
い
ん
だ
よ
。
」 

善
「
ま
Ự
、
聞
い
て
み
よ
う
よ
。
」 

瑛
治
と
善
、
星
野
の
前
に
立
つ
。

 

星
野
、
自
分
の
世
界
に
酔
い
し
れ
る
よ
う
に

歌
う
。
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瑛
治
「
お
前
に
気
付
か
な
い
ỵ
て
、
自
分
の
世
界
に

入
ỵ
て
る
な
。
」 

善
「
素
晴
ら
し
い
じ
Ỷ
ん
。
あ
と
、
純
粋
に
俺
の
こ

と
知
ら
な
い
ん
だ
ろ
。
」 

星
野
、
歌
い
終
わ
る
。 

善
、
拍
手
を
す
る
。 

星
野
「
(
善
に
気
付
き
)
え
！
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
の
！
」 

善
「
良
い
ね
。
最
高
だ
ỵ
た
よ
。
」 

星
野
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
(
パ
ニ
ỿ
ク
に

な
ỵ
て
)
え
、
え
？
な
ん
で
こ
こ
に
？
」 

瑛
治
「
ほ
ら
、
お
前
の
せ
い
で
パ
ニ
ỿ
ク
に
な
ỵ
て

る
。
」

 

善
「
君
、
名
前
は
？
」 

星
野
「
星
野
で
す
！
」 

善
「
星
野
君
ね
。
ち
Ỹ
ỵ
と
ギ
タ
ổ
貸
し
て
く
れ
な

い
？
」 

星
野
「
え
？
は
い…

…

」 

瑛
治
「
お
前
、
や
め
ろ
よ
。
」 

善
、
ギ
タ
ổ
を
受
け
取
り
、
チ
ἁ
ổ
ニ
ン
グ

を
す
る
。 
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善
「
(
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
)
い
い
じ
Ỷ
ん
ち
Ỹ
ỵ
と
く
ら
い
。
」 

瑛
治
「
よ
く
な
い
だ
ろ
。
そ
も
そ
も
こ
の
子
の
路
上

ラ
イ
ブ
だ
ろ
？
」 

星
野
「
俺
は
全
然
！
」 

善
「
ほ
ら
。
星
野
君
も
こ
う
言
ỵ
て
る
。
」 

瑛
治
、
深
い
た
め
息
を
す
る
。 

善
、
深
呼
吸
を
し
た
後
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
の

曲
を
歌
い
始
め
る
。 

待
ち
ゆ
く
人
々
が
善
に
気
付
き
、
周
囲
に
集

ま
ỵ
て
く
る
。 

星
野
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
善
を
見
る
。 

瑛
治
、
観
覧
客
の
端
の
方
で
し
Ỷ
が
ん
で
見

る
。 

瑛
治
、
善
の
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歌
う
姿
と

観
覧
客
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
交
互
に
見
る
。 

瑛
治
「
(
ぼ
そ
ỵ
と
)
な
に
が
カ
リ
ス
マ
じ
Ỷ
な
い
だ

よ…
…

」 

善
、
サ
ビ
に
入
る
前
に
「
ニ
カ
ỿ
」
と
笑
う
。 

瑛
治
、
善
を
見
て
ハ
ỿ
と
す
る
。 
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〇
回
想
(
８
年
前
)
・
高
校
・
教
室

 

善
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歌
う
。

 
瑛
治
、
善
の
歌
に
乗
り
な
が
ら
見
る
。

 

善
、
サ
ビ
に
入
る
前
に
「
ニ
カ
ỿ
」
と
笑
う
。 

 

〇
飲
み
屋
街
・
深
夜 

善
、
歌
ỵ
て
い
る
瑛
治
を
じ
ỵ
と
見
る
。 

瑛
治
「
あ
い
つ
変
わ
ỵ
て
な
い
な
。
」

 

善

の

周

り

に

待

ち

ゆ

く

人

た

ち

が

さ

ら

に

集
ま
ỵ
て
く
る
。 

み
ん
な
、
音
楽
に
乗
ỵ
て
体
を
揺
ら
し
て
い

る
。 

瑛
治
「
い
や
、
俺
が
変
わ
ỵ
た
の
か
。
」 

星
野
、
瑛
治
の
横
に
来
て
、 

星
野
「
す
ご
い
で
す
。
」

 

瑛
治
「
な
。
す
ご
い
な
。
」 

星
野
「
み
ん
な
ス
マ
ホ
で
撮
ら
な
い
ん
で
す
。
」 

瑛
治
「
え
？
」 

星
野
「
善
さ
ん
み
た
い
な
人
が
こ
う
い
う
路
上
ラ
イ

ブ
や
る
と
き
、
普
通
、
み
ん
な
動
画
を
取
り
始
め
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る
ん
で
す
。
で
も
、
善
さ
ん
は
違
う
。
」 

観
覧
客
、
ス
マ
ホ
で
撮
ỵ
て
い
た
が
、
徐
々

に
ス
マ
ホ
を
し
ま
い
、
聴
き
入
る
。

 

星
野
「
な
ん
だ
こ
れ…

…

」 

瑛
治
「
す
ご
い
な
。
」 

星
野
「
は
い
。
す
ご
い
で
す…

…

」 

善
、
チ
ラ
ỿ
と
瑛
治
の
目
を
見
て
ニ
ヤ
リ
と

笑
う
。

 

瑛
治
「
(
苦
笑
い
)
こ
れ
が
お
前
の
ロ
ỿ
ク
か…

…

」 

善
、
歌
い
終
わ
る
。 

観
覧
客
か
ら
拍
手
の
嵐
で
湧
き
上
が
る
。 

善
「
あ
り
が
と
う
！
」 

観
覧
客
、
さ
ら
に
湧
き
上
が
る
。 

星
野
「
夢
見
た
い
で
す
。
善
さ
ん
に
僕
の
ギ
タ
ổ
弾

い
て
も
ら
え
る
な
ん
て…

…

」 

瑛
治
「
夢
ね…

…

」 

善
、
瑛
治
の
方
を
見
て
、
ギ
タ
ổ
を
掲
げ
る
。 

善
「
瑛
治
！
」 

瑛
治
「
(
訳
が
分
か
ら
ず
)
ん
？
」 

善
「
な
に
ぼ
さ
ỵ
と
し
て
る
ん
だ
よ
。
来
い
！
」 
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瑛
治
「
(
ポ
カ
ン
と
し
て
)
は
？
」 

善
、
ギ
タ
ổ
を
置
き
、
瑛
治
コ
ổ
ル
を
観
覧

客
に
煽
る
。

 

善
「
瑛
治
！
瑛
治
！
瑛
治
！
瑛
治
！
」 

観

覧

客

も

訳

が

分

か

ら

な

い

ま

ま

善

に

従

う
。 

観
覧
客
「
瑛
治
！
瑛
治
！
瑛
治
！
瑛
治
！
」 

瑛
治
「
い
や
い
や
い
や
。
」 

星
野
「
行
き
ま
し
Ỹ
う
！
」 

瑛
治
「
い
や
、
無
理
無
理
。
ギ
タ
ổ
な
ん
て
し
ば
ら

く
触
ỵ
て
な
い
し…

…

」 

星
野
「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
！
」

 

と
、
瑛
治
の
背
中
を
強
く
押
し
、
善
の
前
ま

で
出
す
。

 

止
ま
ら
な
い
観
覧
客
の
瑛
治
コ
ổ
ル
。

 

善
、
ギ
タ
ổ
を
持
ち
、
瑛
治
に
差
し
出
す
。 

善
「
(
ニ
ヤ
リ
と
)
今
、
路
上
ラ
イ
ブ
や
ỵ
て
る
ん
だ

け
ど
さ
。
瑛
治
、
ギ
タ
ổ
で
入
ỵ
て
く
れ
な
い
？
」 

瑛
治
、
鼻
で
笑
う
。

 

瑛
治
「
断
る
ỵ
て
言
ỵ
た
ら
？
」 
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善
「
絶
縁
し
て
や
る
よ
。
」 

瑛
治
「
そ
れ
は
困
る
わ
。
」 

瑛
治
、
ギ
タ
ổ
を
手
に
取
る
。 

観
覧
客
か
ら
声
援
が
鳴
り
響
く
。

 

善
「
俺
、
こ
い
つ
に
高
校
生
の
時
、
バ
ン
ド
組
も
う

ỵ
て
言
ỵ
た
ら
断
ら
れ
た
ん
す
よ
。
俺
の
知
ỵ
て

い
る
中
で
一
番
ギ
タ
ổ
上
手
か
ỵ
た
ん
で
す
。
い

い
や
つ
だ
し
。
断
ら
れ
る
と
思
ỵ
て
な
く
て
。
俺
、

そ
れ
か
ら
こ
い
つ
に
後
悔
さ
せ
よ
う
と
め
ỵ
ち
Ỷ

頑
張
ỵ
た
ん
で
す
よ
。
頑
張
ỵ
て
頑
張
ỵ
て
や
ỵ

と
売
れ
て
き
た
ん
で
す
。
世
間
で
は
ロ
ỿ
ク
ス
タ

ổ
な
ん
て
言
わ
れ
て
。
で
も
、
振
り
返
ỵ
て
自
分

の
曲
聞
い
て
み
る
と
、
俺
の
好
き
な
音
楽
じ
Ỷ
な

か
ỵ
た
ん
で
す
。…

…

だ
か
ら
や
め
ま
し
た
。
ロ

ỿ
ク
ス
タ
ổ
は
。
好
き
な
こ
と
を
や
り
ま
す
。
自

由
に
。
」 

善
、
瑛
治
の
方
を
見
る
。

 

善
「
(
真
面
目
な
顔
で
)
自
由
に
。
」

 

瑛
治
、
高
校
の
時
に
善
が
歌
ỵ
て
い
た
曲
を

弾
き
始
め
る
。 
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善
、
ギ
タ
ổ
の
音
色
を
聴
い
て
ニ
ヤ
リ
と
す

る
。 

善
「
(
ぼ
そ
ỵ
と
)
何
が
し
ば
ら
く
触
ỵ
て
な
い
だ
よ
。
」 

瑛
治
、
観
覧
客
の
方
を
見
る
の
を
や
め
、
善

の
背
中
を
じ
ỵ
と
見
つ
め
る
。 

善
、
叫
ぶ
よ
う
に
笑
顔
で
歌
う
。

 

瑛
治
、
そ
ỵ
と
目
を
閉
じ
る
。 

 

〇
回
想
(
８
年
前
)
・
高
校
・
教
室
・
夕
方 

放
課
後
の
誰
も
い
な
い
教
室
。 

瑛
治
、
一
人
で
ギ
タ
ổ
を
弾
い
て
い
る
。 

善
、
教
室
の
扉
か
ら
ひ
Ỹ
ỵ
こ
り
顔
を
出
す
。 

瑛
治
、
善
に
気
付
い
て
、
演
奏
を
辞
め
る
。 

瑛
治
「
な
ん
だ
よ
。
」 

善
「
バ
ン
ド
に
入
る
気
に
な
ỵ
た
？
」 

瑛
治
「
な
ら
な
い
。
」 

善
、
残
念
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
教
室
に
入

る
。 

善
「
え
ổ
、
も
ỵ
た
い
な
い
。
」 

瑛
治
「
俺
よ
り
う
ま
い
や
つ
は
い
く
ら
で
も
い
る
だ
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ろ
。
」

 

善
「
わ
か
ỵ
て
な
い
！
お
前
は
何
も
わ
か
ỵ
て
な

い
！
」 

瑛
治
「
そ
れ
が
す
べ
て
だ
ろ
。
」 

善
「
俺
は
俺
の
音
楽
を
理
解
し
て
く
れ
る
や
つ
と
や

り
た
い
！
」 

瑛
治
「
俺
以
外
に
も
い
る
わ
」 

と
、
ギ
タ
ổ
を
し
ま
い
始
め
る
。 

善
「
お
前
以
上
は
い
な
い
！
」 

瑛
治
「…

…

就
職
決
ま
ỵ
た
ん
だ
よ
。
諦
め
て
く
れ
。
」 

善
「
ケ
チ
！
カ
ス
！
ゴ
ミ
！
」 

瑛
治
「…

…

小
学
生
か
？
」 

善
「
俺
が
音
楽
性
で
迷
走
し
た
ら
お
前
の
せ
い
だ
か

ら
な
！
」 

瑛
治
「
知
ら
な
い
よ
そ
ん
な
の…

…

」 

 

〇
飲
み
屋
街
・
深
夜 

瑛
治
が
ギ
タ
ổ
を
弾
き
、
善
が
楽
し
そ
う
に

歌
う
。

 

瑛
治
、
次
第
に
笑
顔
に
な
る
。 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

瑛
治
と
善
、
横
並
び
で
歩
く
。 

善
「…

…
う
ち
の
バ
ン
ド
入
る
？
」 

瑛
治
「
嫌
だ
よ
。
売
れ
て
る
バ
ン
ド
に
途
中
か
ら
入

る
の
。
」 

善
「
え
ổ
、
俺
は
何
度
お
前
に
断
ら
れ
れ
ば
い
い
ん

だ
よ
。
」 

瑛
治
「…

…

あ
り
が
と
う
な
。
」 

善
「
え
？
」 

瑛
治
「
な
ん
で
も
な
い
よ
。
バ
カ
ロ
ỿ
ク
ス
タ
ổ
。
」 

と
、
走
ỵ
て
善
か
ら
逃
げ
る
。 

善
「
お
い
！
も
う
一
回
言
え
！
」 

と
、
瑛
治
を
追
い
か
け
る
。 

瑛
治
と
善
、
人
通
り
が
少
な
い
飲
み
屋
街
を

少
年
の
よ
う
に
走
る
。

 

 

○
(
翌
週
)
車
内
・
夕
方 

現
場
か
ら
の
帰
り
道
、
走
行
中
の
車
内
。 

運

転

を

し

て

い

る

西

本

と

助

手

席

に

座

る

瑛
治
。 
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瑛
治
「
音
楽
か
け
る
か
？
」 

西
本
「
お
、
珍
し
い
で
す
ね
。
お
願
い
し
ま
す
。
」 

瑛
治
、
ス
マ
ホ
を
ス
ク
ロ
ổ
ル
す
る
。 

西
本
「
あ
れ
で
す
か
？
前
に
言
ỵ
て
た
売
れ
な
さ
そ

う
な
バ
ン
ド
で
す
か
？
」 

瑛
治
「
前
に
言
ỵ
て
た
の
と
は
違
う
け
ど
、
ま
Ự
、

売
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
な
。
」 

瑛
治
、
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
の
曲
を
流
す
。 

西
本
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
じ
Ỷ
な
い
で
す
か
。
め
ち
Ỷ

く
ち
Ỷ
売
れ
る
じ
Ỷ
な
い
で
す
か
。
て
か
、
こ
れ

最
近
出
し
た
曲
で
す
よ
ね
。
」 

瑛
治
「
そ
う
そ
う
。
」 

西
本
「
や
ỵ
ぱ
り
、
初
期
の
方
が
い
い
な
Ự…

…
」 

瑛
治
「
こ
れ
は
違
う
？
」 

西
本
「
違
い
ま
す
ね
。
」

 

瑛
治
「
(
笑
ỵ
て
)
俺
は
最
近
の
方
が
好
き
だ
な
。
」 

西
本
「
え
ổ
、
合
わ
な
い
で
す
ね
。
」 

瑛
治
「
そ
う
だ
な
。
お
前
セ
ン
ス
な
い
な
。
」 

西
本
「
ひ
ど
い
！
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す

か
！
」 
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瑛
治
「
俺
が
ロ
ỿ
ク
ス
タ
ổ
だ
か
ら
だ
。
」 

西
本
「
な
ん
で
す
か
そ
れ
？
」 

瑛
治
「
な
ん
で
も
な
い
よ
。
」 

と
、
車
窓
か
ら
の
景
色
を
眺
め
る
。 

 

〇
ス
タ
ジ
オ 

善
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
の
メ
ン
バ
ổ
と
楽
し
そ

う
に
練
習
を
し
て
い
る
。

 

 

〇
車
内
・
夕
方 

走
行
中
の
車
内
。 

瑛
治
、
笑
顔
で
車
窓
を
眺
め
る
。 

手
で
音
楽
に
乗
り
、
リ
ズ
ム
を
取
ỵ
て
い
る
。 

 

(
完
) 


